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	 池淵　研二（委員長）
	 小林　国彦	 小山　　勇	 篠塚　　望	 菅澤　　正	 名越　澄子	 仁科　正実	 町田　早苗	
	 松下　　祥	 渡辺　修一	 Chad L Godfrey	 （五十音順）

■　編　集　後　記

　埼玉医科大学雑誌の 43巻 2号を発行するにあたり，紹介したいことがあります．
　この号から制作・印刷会社が“兵頭デザイン”に変わりました．これまで 43 年間も支えていただいていたアテネデザイン社
から順調に制作・印刷会社が移行できましたこと，編集部としてはホッと胸を撫でおろしています．アテネデザイン社で
埼玉医大雑誌編集を長く担当して下さった方が兵頭デザインに異動され，そのまま雑誌スタイルを継続して維持していただ
けたと聞きました．この丁寧な配慮には大変感謝しています．
　また近い将来の予定ですが，国内の学会雑誌の多くが採用している様式である，インターネット上で閲覧できるサイトの
J-STAGEへ本雑誌も平成 30 年から掲載できるようになります．本雑誌内容を多くの医学関係者に閲覧していただけるよう，
道が繋がります．
　さて学位申請論文Thesisの扱いについてシステムが変更になり，1 年半ほど経過しました．本雑誌に全文掲載された場合，
将来，外国語の専門雑誌へ似た内容を投稿した場合に二重投稿の疑念を持たれることを危惧したための変更です．他の専門
雑誌へ投稿予定がある場合は，Thesis全文を埼玉医大雑誌へ掲載しないという対応です．その対応以降，Thesis論文の掲載が
本雑誌からほぼ消えた感があります．将来、若手が教員として昇格していく際に，人事書類の中の業績リストとして，学位
論文の別刷を提出することが一般的に求められます．苦労して執筆した文章，工夫して作成した図表の本体が印刷体として
手元に無い状態は，やはり寂しいであろうと思うばかりです．再度，大学院研究科委員会と議論させていただければと願って
いるところです．
　この編集後記を書いているタイミングですが，政治や新聞報道上のトピックスは今回紹介せずにいきたいと思います．
そうですね，毛呂界隈では沈丁花が香り，スノードロップの白い可愛い花が咲き始め，越生線から見える畑には赤紫色の
薄い衣を掛けたようにホトケノザの花が満開になってきています．

（池淵　研二）
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